平成１８年度　第４回　芦屋市高齢者権利擁護委員会　会議録
	日　　時
	平成１９年３月２０日（火）　13：30～15：30

	会　　場
	北館２階　第３会議室

	出 席 者
	委 員 長　上田　晴男
委　　員　谷村委員，藤本委員，小林委員，田中委員，瀬々倉委員，加納委員　安宅委員，浅原委員
事 務 局　精道高齢者生活支援センター

　芦屋市高年福祉課

	会議の公表
	　　　■　公　開　　　　　　　□　非公開　　　　　　　□　部分公開

＜非公開・部分公開とした場合の理由＞



	傍聴者数
	　　　　　　　　人


１　議題
(1)プロジェクトチーム（システム及びガイドライン検討）及びワーキングチームの実施状況等について
ア　システム検討について

イ　ガイドライン検討について
ウ　ワーキングチームについて
(2)来年度以降の芦屋市高齢者権利擁護委員会の取組について
(3)その他
２　審査（議）内容
(1)プロジェクトチーム（システム及びガイドライン検討）及びワーキングチームの実施状況等について
　　ア　システム検討について
　（事務局）（資料説明）
　（委　員）現在あるネットワークの中でそれらの相関関係を整理する必要があると思います。特に地域包括支援センター運営協議会の位置づけは難しいので，議論が必要だと思います。
　（委員長）それぞれの組織がそれぞれの形で活動すると難しいと思うので，仕組み全体での役割分担を明確にし，繋がりを持ってやっていく必要があります。権利擁護という課題そのものが単に高齢者の立場だけではなく，障がい，児童等との関係もあり，広い意味での位置づけができれば良いと思います。
　（委　員）成年後見制度の相談窓口体制を整理して，利用者に対してより利用しやすいものにする必要があると思います。
　（委　員）障がい者と高齢者等複合的に関わるケースもあるので，一元化に向けて話し合いの場を持つなど，行政の中で柔軟な対応をするべきだと思います。

イ　ガイドライン検討について
（事務局）（資料説明）
（委　員）養護者への支援についてですが，実際のアプローチ方法の難しさの問題があり，限界があると思います。
（委　員）いろんな養護者がいる中ですべてを網羅するのは難しいです。そういうことも含めて養護者への支援については次年度のガイドライン検討チームの課題だと思います。
（委　員）フローチャートについて，発見・相談，実態把握まではスピードが要求されると思います。どんなケアが必要かという背景の実態把握ではなく，単純に安否確認のための実態把握なのですか。
（事務局）流れの中で通報があれば，支援センターが状態確認のために動き，それを受けて市がコア会議を開くかどうかの見極めをするということになっています。実態把握の内容についてはマニュアルの中に書いてあるので確認してもらうことになります。
（委員長）「気付きシート」について，広く活用してもらうために，「虐待」ということを前面に出すと引いてしまう可能性があるが，マニュアルの中での位置付けなので虐待という言葉を出さざるを得ないということでこういう形になりました。実際にやってみて，動きの中で支障があれば変えていくといったステップを踏んでいけばいいと思います。
（委　員）おもて面では啓発するということで，概念的な意味を伝えられると思います。裏面では虐待の状況があれば異変を訴えられるようになっています。これ自体でも啓発，研修用に十分使えるものだと思うので，有効的に活用できれば良いと思います。
（委　員）ガイドライン検討プロジェクトチームで意見が分かれたのは，「虐待」という言葉を使わないで，市民がこのシートを受け取った時に，何の目的でどういうことになるのかがわからないから問題であるという意見と，「虐待」という言葉を入れ，明らかに虐待のシートだとわかるものを受け取った時に，気付きの項目に該当しても，市民が怖くなり引いてしまって通報に至らない可能性もあるから問題であるという意見とに分かれました。私の意見としては，「虐待」という言葉をはずして，裏面は支援センターの紹介を入れるべきだと思います。
（委　員）このシートでは一般の人や介護者が責められているように受け止められると思います。それにこのシートは全体的に“硬い”と思います。
（委　員）複雑なケースはこの気付きシートではキャッチできないと思います。気付きシートが現場でどれだけ役に立つのかわかりませんが，早期対応という意味では必要だと思います。
（委員長）気付きというものを広く押し出せば，比較的多くの人が抵抗なくちょっとした変化を見てみようと受け止められるので，良いと思います。実際にはマニュアルの中の気付きシートという位置づけをしないといけないし，基本的には虐待発見のための方法なので，どこかに虐待という言葉を表示しないといけないと思います。そのバランスが難しいと思います。
（委　員）ある程度知識のある民生委員や福祉推進委員に気づきシートを配るのは差し支えないと思います。
（委員長）第一段階としてこの気づきシートを，実際に役割として地域での見守りをしている人たちに，このシートを活用して見守り等の活動をしていただくことが必要だと思います。配布者をまず限定して，必要に応じて研修を同時に行っていきながら活用していくところから始めていき，次の段階として別バージョンの｢気づきシート｣を，広く一般市民用に啓発していくと良いと思います。
ウ　ワーキングチームについて
（事務局）（資料説明）
(2)来年度以降の芦屋市高齢者権利擁護委員会の取組について
（事務局）（資料説明）
　閉会
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